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超耐候性
ガラスと同じ珪石（石英）を

原料とする合成樹脂を採用

し超耐候性を実現。

時代を越えた造物や、「永遠」の象徴 。

古来より続く、未来永劫への追究。

そして塗料も「永遠」を目指し

“無我の境地”へ辿り着く―

大切なお住まいの価値を次世代までつなぐために―

“変わらないもの”を目指し、研究・開発された

「無機で家をガードする」次世代の高機能無機塗料。

E t e r n a l  C o a t i n g

「屋根用耐候性強化色」対応。
詳しくは巻末を
ご覧ください

超低汚染性
高レベルの親水性制御技術

により外壁に付着した汚染

物質を雨水が流し落とす。

乾燥が速くスムーズに施工

が行えることにより工事への

お客様負担が軽減。

速乾性

高塗着性
特殊技術による高い塗着力

と隠ぺい性で驚くほどの美

しい仕上がりに。

防藻・防カビ性
美観や健康を損なう可能性

のある藻やカビの発生を

シャットアウト。

MUGA seven弾性を使用

することで割れやすいシーリ

ング上部にも施工可能。

弾　性

［ MUGA seven / MUGA seven弾性 ］

艶あり 半艶 3分艶

油性2液弱溶剤多重ラジカル制御形無機塗料
15㎏セット（主剤13.5㎏/硬化剤1.5㎏）/3㎏セット（主剤2.7㎏/硬化剤0.3㎏）

※長期的なひび割れの抑制を保証する
　ものではありません。



ハイグレードな無機素材＋多重ラジカル制御技術が

大切な住宅を長く守り続けます。

深い満足度と高い価値観。

それこそが「MUGA seven」が選ばれる理由です

ラジカルとは、塗料の顔料に含まれる酸化チタン（白顔料）が

紫外線や酸素、水などに接触することで発生する劣化因子のことです。

人の肌や塗料の樹脂のような有機質を破壊し、外壁の塗膜劣化の原因になっています。

MUGA sevenはラジカルコントロール技術によりラジカルを抑制し、

フッ素樹脂塗料を超える超耐候性を実現しました。

イノベーションが住宅塗装の基準 を変える
― 技術革新 ―

塗料樹脂（無機系）

紫外線を
熱に変換

樹脂には紫外線に強い無機系を採用

酸化チタン
紫外線吸収剤
(UVA）

多重構造無機バリア層

ラジカル

紫外線や
水、酸素など

紫外線や
水、酸素など

基
　
材

MUGA sevenの塗膜拡大イメージ
厚い多重構造無機
バリア層が発生した
ラジカルを封じ込
める

厚い多重構造無機
バリア層が紫外線な
どの侵入をブロック

「ラジカルコントロール技術」でラジカルを抑制

発生してしまったラジカ
ルも厚い多重構造無機
バリア層内に封じ込めラ
ジカルの増殖を抑制。

21
厚い多重構造無機バリ
ア層で酸化チタン（白顔
料）の表面をコートして
紫外線の侵入を防ぐ。

3
紫外線吸収剤（UVA）が
紫外線を吸収し熱など
のエネルギーに変換し
て放出。

4
樹脂にはガラスと同じ珪
石（石英）を原料とする
紫外線に強い合成樹脂
を採用。

MUGA sevenは自動車や重防食などの極めて高い耐候性が求められる分野で使用されている多重ラジカル制御形

酸化チタンを、住宅塗装分野において業界に先駆けて採用しました。これにより従来品を凌ぐ耐候性を実現しました。

多重ラジカル制御形酸化チタン採用多重構造無機バリア

ラジカル

酸化チタン

従来のラジカル制御形白顔料

MUGA sevenの厚い多重構造無機バリア層は、発生してしまったラジカルをバリア層内に封じ込めラジカルの増殖を抑制し、樹脂に含まれる有機質を守ります。

バリア層が薄いためラジカル制御の効果が見られるものの、完全には封じ込めきれず、樹脂に含まれる有機質を破壊。

〈電子顕微鏡拡大〉

酸化チタン
粒子

酸化チタン
粒子

表面処理層

バリア層

多重構造無機バリア層

多重ラジカル制御形酸化チタン［多重構造白顔料］

〈電子顕微鏡拡大〉

酸化チタン
粒子

酸化チタン
粒子

SiO2
A l

有機物

主に耐候安定性、
分散性

濡れ性向上、
分散性

主に光触媒活性を
抑止、耐候性付与酸化チタン

の
塗
膜

M
U
G
A
 seven

紫外線吸収剤（UVA）のはたらき

紫外線には3つのタイプが存在しています。
この中で私たちにダメージを与えているのはUV-A波とUV-B波です。

オゾン層
紫外線

吸収・化学反応

変換・放出

MUGA seven

基　材

樹脂劣化の直接要因となるUV-A波とUV-B波を
効果的に吸収し無害な熱として放散。半永久的に
その過程を繰り返す。

UV-A波・UV-B波

Radical
CONTROL
TECHNOLOGY

UV
-C波

UV
-B波

UV
-A波



S t a y  C l e a n

シラノールとはアルコキシシランを加水分解して得られる親水性を発揮する化合物です。表層が変成したその

塗膜は付着した汚染物質をハイドロクリーニング効果により雨水が流し落とします。また、静電気の帯電も少な

くチリやホコリを寄せ付けず、建物の美しさを長期にわたり保ち続けます。

塗装直後 乾燥・成膜過程 成膜後

基
　
　
材

＋

アルコキシシランが塗料樹脂全体に混ざって
いる。

空気中の水分と反応（加水分解）し、シラノー
ルになり表層に配列される。

塗膜表層にシラノール層を形成し、超低汚染
性塗膜ができる。

加水分解

空気中
の水分

シラノール親水技術

M
U
G
A
 seven

M
U
G
A
 seven

M
U
G
A
 seven

撥水性と親水性

撥水性で塗膜に水滴ができてしまう。

フ
ッ
素
樹
脂
塗
料

基
　
材

水
　
滴

親
水
性
塗
膜

MUGA sevenは塗膜の表層にシラノール層を形成することで親水性塗膜となります。

〈フッ素樹脂塗料〉

親水性で水が塗膜によく馴染む。

〈MUGA seven〉

基
　
材

シラノール層

【親水状態】

接触角40度以下

【撥水状態】

接触角約80度 M
U
G
A
 seven

藻

カビ

【防藻・防カビ性】 【超低汚染性】

長期間、藻やカビの発生を防ぎます。

親水性に優れた塗膜表
面と汚染物質の間に雨
水が入り込み、汚染物
質を浮き上がらせ、その
まま流し落とします。汚染物質

雨で汚れを流し落とすレベルアップされたハイドロクリーニング効果。

防藻・防カビ効果と、雨で汚れを落とす超低汚染性

M
U
G
A
 seven

M
U
G
A
 seven

M
U
G
A
 seven

左側にフッ素樹脂塗料、右側にMUGA sevenを

塗装後10ヶ月間放置した結果、MUGA sevenは

雨だれなどの汚染物質はほぼ付着していませんで

した。

野外暴露試験

フッ素樹脂塗料 MUGA seven

最先端技術によりミクロレベルで平滑性を可能にし、なめらかで高い光沢感を実現しました。美観性と防汚性

に優れたその塗膜は、建物を守り、長期にわたり美しさを保ち続けます。

一般的無機塗料（艶あり） MUGA seven（艶あり）

美しくなめらかな光沢感

MUGA sevenの

高い光沢感は

長期にわたり持続

します。

シラノール親水技術により水に良く馴染む表層に変成し

ハイドロクリーニング効果を持つ塗膜を形成

シ
ラ
ノ
ー
ル
層

汚染物質

雨水

M
U
G
A
 seven



耐候性、作業性、コストパフォーマンスにも優れた

ハイスペックマルチバランス無機塗料「MUGA seven」

E x c e l l e n t  Wo r k a b i l i t y

艶あり・半艶・3分艶からお選びいただけます。

シーリングは建物の防水や揺れの緩和など大切な役割りを果たします。

MUGA seven弾性を使うことにより伸縮性のあるシーリング上部への塗布

も可能になります。

MUGA seven弾性を使用したシーリング上部への塗布

※長期的なひび割れの抑制を保証するものではありません。

試験成績

●JIS K 5600 塗料一般試験方法に準拠
「容器の中の状態」「塗装作業性」「塗膜の外観」「耐衝撃性」「付着性」「重ね塗り適合性」「耐アルカリ性」「耐酸性」「耐湿
潤冷熱繰返し性」「促進耐候性※」　全項合格

※照射時間2500時間後の光沢保持率が80%以上、白亜化の等級は1又は0で、色の変化の程度が見本品に比べて差
がない。 

下塗り材

基　材

〈塗布イメージ〉

〈付帯塗装〉〈屋根・外壁〉

MUGA seven

屋根塗装

・スレート

・波型スレート

・厚型スレート

・金属系屋根材

外壁塗装

・各種サイディングボード

・モルタル

・コンクリート

・ALC

  など

など

付帯塗装

・木部

・鉄部

・各種金属

下塗りなしで
塗装可能

・塩ビ部

・FRP

       など

MUGA sevenは各種外壁（サイディングボード・モルタルなど）、各種屋根（カラーベスト・トタンなど）はもち

ろん、鉄部、木部、FRPなどの塗り替えまで幅広くご使用いただけます。またMUGA seven弾性は、割れやす

いシーリング上部への施工も可能にしました。抜群の作業性で多目的用途に広くご活用いただけます。

圧倒的なライフサイクルコストの低減

超促進耐候性試験（スーパーUV）

MUGA seven

フッ素樹脂塗料

光
沢
保
持
率 （ 

% 

）

0
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JIS A 6909
耐候形基準値

シリコン樹脂塗料

ウレタン樹脂塗料

200 400 600 800

※超促進耐候性試験で実際の1年に相当する時間：内陸部（約40時間）／沿岸部（約50時間）

超促進耐候性試験（スー

パーU V）において、J I S  

A  6 9 09耐候形基準値

（光沢保持率80%以上）

を長期間持続し、従来の

フッ素樹脂塗料を上回る

耐候性が確認されました。

岩崎電気株式会社製
アイ スーパーUVテスター

〈試験機器〉

試験時間 （ 時間 ）

年数はメンテナンスの目安であり保証値ではありません。立地条件や周辺環境などにより前後することがあります。

住宅の塗り替えに使用する塗料は種類によって期待耐用年数が異なります。約10年程度と短いものから約30年までとさまざまです。例えば約

10年の塗料を使用した場合は30年間で見ると3回塗り替えが必要になりますが、MUGA sevenを使用した場合は2回で済みます。塗り替え

の回数が減るということはコストカットにつながり、逆に塗り替え回数が増えると足場代や人件費などのお客様の資産にならない費用が塗り替

えの度にかかってしまいます。住宅の塗り替え費用を考える際は１回当たりの費用だけでなく、その後のメンテナンス費用含め住宅の一生を考

えたライフサイクルコスト(生涯費用）を考えたほうが長期的に見ればお得になります。

30年間の
塗り替えサイクル（回数）

1回の
塗り替えコスト

30年間の
塗り替えコスト

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

安い

高い

高い

塗
料
の
性
能

低い

一般的に無機塗料のような高性能塗料は割高ですが、耐候性が高く塗り替え周期が長いので、長期的に見れ

ばライフサイクルコストは低減されます。MUGA sevenは優れたコストパフォーマンスと圧倒的なライフサイ

クルコストの低減を叶えました。



2022.05

私たちは、日々真剣に、妥協することなく、最高品質の塗料・塗装技術を追

求しています。そしてその技術を技術として誇示するだけではなく、お客

様満足の視点に立って、真に機能させることこそ重要だと考えています。

この度の「MUGA」というオリジナルブランドについても同様で、お客様

の声から始まり練りに練って企画され、無機塗料メーカーのプレマテック

スが開発した塗料になります。

ぜひご体感いただき、より安心できる住まいの長寿命化をサポートさせて

いただければと思います。

何卒宜しくお願いいたします。

塗装ビジネス研究会 会員一同
https://www.muga-paint.com会員紹介ページ

お客様のための

本当に安心できる業界へ。

『塗装ビジネス研究会』は、全国100社を超える塗装事業を営む企業で構

成された塗装業界トップクラスの団体です。

団体では、「本物の安心できる塗装工事をご提供する事」を信念として、

地域になくてはならない組織を目指しています。

全国の塗装ビジネス研究会会員が収集したお客様のニーズを分析し、商

品やサービスの企画立案を行なっています。

I n n o c e n t  C h a l l e n g e  t o  Pe r f e c t i on！
完全への、あくなき挑戦。



屋根・外壁の耐候性の差をなくす、「屋根用耐候性強化色」

東京地点南向きの日射量

屋根と外壁の日射量比は約1.5倍※の差があり、同じ塗料を使用しても屋根と外壁では塗膜の寿命に差が生じていまし

た。「屋根用耐候性強化色」は塗膜劣化の要因を可能な限り払拭し耐候性を大幅に向上、同じ塗料でも屋根と外壁（標

準色）の耐候性差の生じない施工を可能にしました。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均 冬 春 夏 秋

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

斜面日射量グラフ 方位角0度日射量（kWh/㎡）

（月・季）

・傾斜角90度
・平均日射量
 2.52kWh/㎡

・傾斜角20度
 （4寸勾配程度）
・平均日射量
 3.67kWh/㎡

屋根

外壁

★
地点名 : 東京地点
緯　度 : 35° 41.4’N
経　度 : 139° 45.6’E
標　高 : 6m

「屋根用耐候性強化色」を屋根に使用することで、屋根と外壁の耐候性差をなくし建物全体の色彩と美しさを長期にわ

たり維持し続けます。また、屋根と外壁の塗り替え周期も合うため長期的なコスト削減にもつながります。

【耐候性の比較】

標準色

外壁塗装 屋根塗装耐候性差

標準色

標準色

屋根用耐候性
強化色＝

＞

〈耐用年数イメージ〉

短 長

▶顔料制限
▶添加剤制限
▶HALS増量

標準色

屋根用耐候性強化色

耐用年数
UP！

【無機顔料・有機顔料の退色変化】

〈黄土〉 〈赤さび〉 〈黄〉 〈赤〉

無機顔料に対し有機顔料は耐候性が低く早期退色しやすい。
赤黄 「屋根用耐候性強化色」では、

耐候性の悪い有機顔料（黄・赤）は一切使用しません。

非常に耐候性に優れている。鮮やかな色が出にくい。

白 黒 黄土 赤さび

青 緑

比較的耐候性が良い
退色の

進行を抑制

1.
2.
3.

耐候性に優れた無機顔料と比較的耐候性の良い有機顔料（青・緑）のみで調色。

光安定剤（HALS）を高配合し、退色の進行を抑制。

艶調整剤などの添加を抑え、相対的な樹脂量を最大限に確保し樹脂劣化を抑制。

「屋根用耐候性強化色」の特長

方位角は真南を0°、真北を180°とする

傾斜角
20度

傾斜角
90度

およそ1.5倍※

※※

※※

ROOF High Regulation COLORS
「屋根用耐候性強化色」について

「ROOF High Regulation COLORS」
耐候性強化色プレマテックス 屋根用色見本帳

艶あり
のみ

一斗缶
のみ

遮熱塗料
対象外

※東京地点南向きの屋根と外壁の年間平均日射量比：新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「日射量データベース閲覧システム」を基に当社作成。
※※当社が想定した表現です。


